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―エミリ・ブロンテの自己探求の軌跡―
大 平 栄 子
･r' 1 ､ 一
-
｢幻を見る人｣とt'i丘nlily自身のことではないだろうか,一と読者が直観する
のは,Emily.の血sionary'1という詩を読んだ時であろう｡これはEmily27歳
の時の詩であるが,'これよりも早 い時期にEmilyには幻視体験,あるいはそ
れに通ずるような体験があったということを指摘する研究者は少く一ない.例え
ばphylisBemtleyは;LawHill滞在中に･Emilyの許を訪れたと′思われる
｢幻｣､を a`liberatingpower'として捉えi,Emily.の v`isibnaryrlife'がここか
ら始まっlたせみている.2 またWinifr｡dG6iidはLawHili時代の体験に ･a
profoutLnd,piritualexpe.ience'という表現を与え,自由を与える存在が ｢顕
現｣､したことを灰めかし,そめ瞬間に訪れる e`cstasy'･をEmilyは生涯求め続
けることになったと述べている｡3LawHill滞在中に書かれたEmilyの詩に
は真夜中 s`trang占Sensatibns'(No.37/1.'114本 は満たさ.れ∴a主terderpo滋er'
(1.15)の訪れを予感するという内容をうたったものがある｡419歳の時の
LawHilSchoolの寄宿舎における捷験が Emilyに強い衝激を与えrfEmily
の人生を方向づけたことは明らかであるO･その後書かれた詩の多くにその影響
を見■ることができる｡そして,そこには内体験そのものに限らず,それについ
て のEmily自身tD解如 i様々なイメ｣ジとなって描き出されている.従って,
Emilyはこの体験を契機にその意味を解き明かそうと努めてゆく中で,一解放
する力をもつ存在についてのイメ-ジや概念を形づくっていったのではないか
と思われるふこのよう七,E血ilyがその体験についての思索を深めてゆくそ
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の過程を辿ることは,自由についての認識の深まりと同時にEmilyの自己認
識の道路を辿ることにもなると思う｡Emilyが ｢囚われていること｣を最も
強く認識したのはLawⅡill時代であっ.た｡､従って,この時期,自由への希求
が烈しく燃えあがったことは言うまでもない｡その自由への欲望が l`iberating
power'としての幻影を生じさせたのであろうと推測されるが,その体験の原
因を問題にしようとした時,Emilyは囚われている自己と自由への希求との
関係に気づいたはずである｡'そこから,一体自分は何に囚われ,何から解放さ
れたいのかという疑問も生じるであろうし,その疑問を通して知られざる自己
を兄い出すことにもなったと思われる｡事実,Emilyは解放力をもつ存在を
どこに求めうるか,あるいはどのような存在であるのかを問う中で自己自身の
存在のあり方とその解放力 (すなわち自由).との関係に光をあてることができ
たと思われる｡それはEmilyの後期の詩の示すところである｡
従って.t本稿では,19歳の痔の体験によってEmilyの内面では新らたにど
のような欲望が芽ばえ,それがいかなるイメージとなって詩作品に描かれてい
るか,その休験の謎が明らかにされるにつれ,そのイメージはいかなるものに
変化し発展していくのか,そしてそれはEmilyの自由あるいは自由を与える
存在についての認識の深まりをどのように反映しているのか,自由についての
理解と自己認識とはいかなる対応関係にあるのかといった点について検討して
みようと思う｡
Emilyの詩,特に眉由への渇望が投影している詩には, f`ancy'卒るいは
i`magination',s`pilit',そして v`ision(ら)'ということばが幾り返し現われる｡
これらが l`iberatingpower'と密接に関っているimageであることは疑いえな
いが,一体これらが何を表象し,相互にどのように関係づけられるのかについ
て検討しながら,上記の疑問点を明らかにしてゆきたい｡
WinifredGかinは,LawHill滞在中にEmilyが書いた詩の調子はかなり
n`ostalgic'なものではあるが,家と荒野への郷愁とは異なる他の欲求がすでに
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Emilyに取りつき始めたと述べている.5確かに,G6rinの指摘するように,
この時期のEmilyの詩には家と荒野のimageとは異質なものが現われており,
それは後にEmily自身が l`iberatingpower'として受け入れ烈しくその訪れ
を待ち焦れる存在に発展してゆくものであろうと思われる｡
次に引用する詩はL'awHil滞在中 (1837年11月)に書かれたものである｡
Ⅰ'1lcomewhenthouartsaddest,
Listen,'tisjustthehour,
Theawfultimeforthee;
Dostthounotfeeluponthysoul
･Afloodofstrangesensationsroll,
Forerunnersofasternerpower
Heraldofme? (No.37,1.1,1.ll-16)
｢わたし｣すなわち a`sternerpower'が暗い部屋で独り悲しみにくれている
｢あなた｣のもとにやってくるという設定になっている｡その訪問者が訪れる
時,｢あなた｣は前兆として奇妙な s`ensations'に襲われる｡これは,Emily
が現実に,LawHilSchoolで体験した出来事に基づいて描かれていると考え
ても.よいであろう｡訪れる時刻が a`wfultime'と形容されていることからして,
この詩人の体験が最初は必ずしも歓迎すべきものではなかったことがわかる｡
同時期に書かれたもう一つの詩 (No.36)では,風が荒らぶる晩 ｢わたし｣は
a`tyrantspel'をかけられたために ｢あなた｣の許に行くことができない,i`
cannotgo'という詩句が各連の終りに3度繰り返されている｡これらNo.36
の詩とNo.37の詩には何らかの関連性が認められるように思う｡No.36で
は,｢わたし｣は ｢行くことができない｣が,No.37の詩では,｢わたし｣は
a`tyrantspel'から解き放されて ｢あなた｣の許を訪れることができると,読
みとることも可能であるように思う｡さらに他の LawHill滞在中の詩 (No.
45,No,50)をあわせて考えてみると,詩人は a`sternerpower'(No.37),あ
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るいは外で吹き荒れる風雨の中詩人の心にささやく s`omething'(No.45,1.3)
が訪れるのを恐れつつも待ちわびていることがわかる｡ところがNo.37の詩
を除くと,いずれの詩におし豆 も,訪問者は s`pel'(No.36,1.3)をかけられ
ていて来ることができず,あるいは c`hains'(No.5,1.1)に縛られて,じめじ
めした冷たい住処から抜け出して再び ｢わたし｣を訪れることができないので
ある｡
この詩人の待ちわびる訪門者とは一体何ものであろうか｡a`sternerpower'
(No.37)あるいは M`emoryhaspowerasrealasthine'(No･45,1.7)とある
ように何らかの p`ower'をもつものであることは明らかであるが,′･その力の作
用によっていかなる変化を引き起こすのであろう｡
後期の詩で,EdwardChithamが t`hevi畠ionaryexperience'あるいは神秘
体験を明確に描写している詩 (No.190)である6と述べているものをみてみよ
う｡亘れは･`SilentistheHouse- alarelaidasleep;'で始まる.静まりか
えった家の中で独り ｢私｣は W`anderer'(1.8)あるいは夜毎冬の荒野をたど
る ｢天使｣(1.12)を待ち焦れているO-方場面は変って牢獄となり,囚人
Rocheleは夜,西風と共に ｢私｣の許を訪れる ｢希望の使者｣が e`termal
liberty'を与えると告白する｡ W`anderer', a`ngel', A`MessengerofHope'
と異なる呼称は与えられているが,これらがLawHil時代の内体験を契機に
意識し始めた待ちわびる訪問者の頬であると考えてよいであろう｡また囚人
Rocheleの告白からこの訪問者が待ちわびる者を永遠に解放する力をもつも
のであることがわかる｡それではEmilyにとって解放されるとはどのような
ことであったのか,まず LawHil時代に書かれた詩の中からその当時の
Emilyの自由についてのimageを探り出してみよう｡
Ⅰ'mhappiestwhenmostaway
lcanbearmysoulfromitshomeofclay
Onawindynightwhenthemoonisbright
Andeyecanwanderthroughworldsoflight-
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WhenIamnotandnonebeside-
Norearthnorseanorcloudlesssky-
Butonlyspiritwanderingwide
Throughinfiniteimmensity. (No･44,l.ト8)
これは最初の神秘体験あるいは無の体験を描いた詩としてしばしば指摘される
ものである｡｢魂が土塊の身を遠くはなれる｣ということは肉体的存在か!ら解
放されるということであり,Emilyの自由のimageはさらに,自由の身とな
った魂が ｢光の世界｣や ｢無限なる世界｣を芦別ナめぐるというように展開する.
この詩には夜の訪問者という表現は使われていないが,それは,ここに描かれ
た体験を可能にする力を有していると思われる｡つまり ｢無限なる世界｣へと
隔けこむために魂を ｢土塊の身｣(これは後に人間の限界性を意味するようになる)
から解放する力である｡ここで注目したいのは,｢眼は光の世界をさすらう｣
という表現を用いていることである｡｢光の世界｣が物理的な視覚がとらえた
世界でないことは明白である｡この詩の1年はど前にも,魂がわびしい牢獄か
ら解放されるという内容をうたう詩が書かれている｡この詩 (No.5)におい
ては,自由になった魂は山や森や川や谷をかけ巡るのであるが,これらも解放
された魂が映し出した光景であり,単なる視覚体験ではありえないOいかなる
悦惚状態で見る風景であろうか｡
Emilyが恐ろしい悪夢や g`hosts', v`isions'そして s`hadowything'(No.
12,1.18)に夜悩まされた時期があったということに関しては,ごく初期の詩
が示してくれる｡またLawHillへの出発直前に書かれた詩 (No:27)におい
て,Emilyは ｢子供時代の明るい時｣から夢や v`isions'にとりまかれていた,
とうたっている｡LawHil滞在中の詩にも A`ndthinkthefearfulvisiono'er
(No.55,1.4)という表現,あるいはLawHilSchool退職直後oj詩に.ら
S`hadowscome!Whatmeansthismidnight?'(No.63,1.69)という表現がみ
られる｡そして後に1838年11月5日の詩の中で L`ostvisiom!…/Thoucanst
notshineagain,'(No.86,1.15)というように ｢失われたヴィジョン｣を詩人
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が嘆いていることを考えあわせると,いかにEmilyが ｢幻｣あるいは ｢幻の
ようなもの｣に深く関っていたかがわかるのである｡それは,･夜の訪問者のよ
うに,最初は必ずしも歓迎すべきものではなく,むしろEmilyを怖れさせた
のであろう｡しかし朝の到来と共に追い払われたこの忌わしい ｢幻のようなも
の｣は,後に呼びもどされるものとなる｡それがいかなるものであり,また
Emilyにとって意味づけがいかに変化しようとも,Emilyが呼びかける p`ow-
er'(あるいは待ちのぞむ夜の訪問者)との間には密接な関係があると思われる｡■
また1839年1月12日の詩では a`shadowyspirtI(No.95,I.24)といわれるも
のが訪れたことをEmilyはうたっているが,このspiritも ｢幻のようなもの｣
あるいは p`ower'と少なからぬ共通項をもつ｡
O`Dream,whereartthownow?'(No.86,1.1)そして L`ostvision!'tis
enoughforme- /Thoucanstnotshineagain/(1.15-16)とあるように,
1838年11月5日の詩には,かつて輝いていた v`ision'や夢が今は失われ,再び
呼び戻すことができないという嘆きがうたわれている｡この v`ision(S)'が輝
いていた過去とは,まだ自然を対象化せず,それに隔け合い同じ生命を息づい
ていた頃,荒野の静寂や野を渡る風やそこに咲く小さな花がそこで屈託なく戯
る者の心を開き,あるいは激しい感情を掻き立てあるいは ｢燃えるような空
想｣(No.27,1.17)で満たしていた幸福なる子供時代を意味するといってよい
であろう｡この失われた v`ision'への嘆きは,失われた子供時代への烈しい郷
愁の念と重なりあう｡
ところが,いとおしいはずの Y`ision'に対して f`alse'という表現が,すで
に1839年8月12日の詩 (No.114)にみられるのである｡昼は見ることのでき
ない夢や空想,夢想にひたっていたいと願うのであるが,魂が味わう解放の歓
びはっかの間のこと,幻想からさめた時にうける束縛,覚醒の苦痛を詩人は幾
度も体験したのであろうか,Emily･は a`visiondearthoughfalse'(1.ll)と
うたうのである｡この f`alse'という点においては f`ancy'も同様である｡f`an-
cy'spower'(No･92,1.43)は懐しき思い出の風景を映し出し,見る者の心を
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その労苦から解き放つが,その力にも限界があり,その映像はたちまちにして
現実の力によってかき消されてしまうのである｡この f`ancy'が v`isions'を
導くというのであるかう,a`visiondearthough false'であるのも当然のこと
である｡ .
19歳の時からEmilyは V`isionsbyardentfancyfed'(No･27,1･17)｢幻が
燃えるような空想に導かれていた｣とうたっている｡そして27歳の時の詩にも
それを暗示するような詩句がみとめられるのである｡｢彼｣すなわち ｢希望の
使者｣が風や星に刺激をうけて ｢わたし｣の許を訪れる｡そして ｢風はもの悲
しげなる調べを奏でる｣のである｡すると v`isions'が現われ変化するという
のであるo｢風｣の調べが f`ancy'の羽掃きを表象してい.るのではないだろう
か｡一方,I`magination'は ｢飛び去ろうとする幻影を呼びとどめる｣(No･92,
l.25-26)力をもっともいう｡このように v`isions'と f`ancy'そして i`m-
agination'とは相互に関連している｡従って,次に, v`isions'を導くという
f`ancy',そのはかない v`isions'を呼びとどめるという i`magination'の作用に
ついて考察しながら v`ision5'との関わりを探ってみようと思う｡
･詩人は, f`ancy'spower'によって牢獄のような現実をはなれ,子供の頃の
風景を心の眼に映し出すこせができるというOしかし思い出の家と荒野の風景
の中をさまよい歩く ｢わたし｣は ｢わが牢獄の門｣(1.44)の閉まる音ととも
に,ふたたび苦悩の現実に引き戻されるのである｡ f`ancy'spower'には,
t`ruthhasbanishedfancy'spower.'(1.43)とあるように t`ruth'に立ち向かう
だけの力はない.従って空想にひたり,.慰中られ憩う時ははかなく過ぎてゆく.
この空想の力を萎えさせる障害とは制約された環境という拘束力か,Emily
の現実意識あるいは理性であるのか,それともEmily自身の存在の限界性を
意識する心であるのか｡LawHilSchoolから戻ったEmilyは ｢暗い地下牢
のなかでわたしはうたうことができない｣(No.77,1.1)と書くのである｡荒
野での自由気ままな孤独という恵まれた条件の下で奔放に羽掃いていた空想の
力が制約された環境では翼折れ心臓から血を流す烏のように天摺ることはでき
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ないという事を述べているようにも思えるが,この詩が,すでにEm'ilyが牧
師館に戻り荒野を駆けめぐる自由を取り戻した後に書かれていることを考える
と,｢暗い地下牢｣というのはむしろRodHead,LawHilでの挫折を通して
Emilyの心の中に芽生えた囚われの意識を表象しているように思えるのであ
る｡ただ,この時点,あるいは f`ancy'spower'の限界をうたった1838年12月
の時点で,Emily自身がどこまで詩の中でうたった,無意識の深みから浮か
びあがるimageを意識していたかは不明であるが｡
LawHilでの a`profoundspiritualexperience'以後 p`ower'あるいは ｢幻
なるもの｣への欲望が常にEmilyの心の中に潜在していたとすると,その失
われたものを呼び戻すためにあらゆる手を尽したはずである｡事実,~Law
Hil滞在中,繰り返し p`ower'なるものに,記憶の九 夢想,空想の力を借り
て呼びかけているのである｡しかし L`ostvision!'(No.86,1.15)を呼び戻す
ことはできない｡それでも詩人は,月が銀色の光を放つ夜,Fancy,come,my
Fairlove.T(1.5)と呼びかけ T`omorrowwake,butdreamTonight.'日.4)
とうたうのである｡これは1843年 4月13日に書かれた詩, H`owClearSheI
Shine!'の一部であるが,ここでは,No.114の詩のように束の間の夢想,空
想にふけろうとする d`reamer'に R`eason'が介入し,その夢を障げる,とい
うことは起こらない｡
それでは v`isions'を導く空想の力は何によって呼びさまされ作用するので
あろう｡ T`otheBluebel'(No.100)という詩に T`houhastfoundavoice
forme'(1.9)とあるように,釣鐘草が ｢夢見る人｣の空想力を刺激し,その
｢ささやき｣と ｢吐息｣によって慰めるのである｡荒野を遊び場とし,そこに
生息する生き物と対話をし,そして,自分独自の世界を創りあげてきたEmi･
lyの心の奥に秘む想いに語りかけるのが自然であるのは当然のことであろう｡
精神的成長と共に空想の場が自分の小さな部屋という空間になり,時が夜と変
ってもEmilyの魂を目覚めさせるのは風であり星である｡Emilyは秋の夜風
に誘われて夢想にのって遠くまでさまよう気分に満たされることもあtった｡ま
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た,｢夜の静寂｣(No.140,1.32)が ｢わたしの歌｣を呼びさますと告げる
｢風｣についてもうたっている｡真夜中,｢私｣は黙想する｡すると,そよ吹く
風が H`eavenwasgloriousandsleepingearthwasfair'(No.140,1.7)と告
げる｡そのささやき,やさしく歌いかける ｢風｣の執劫な誘いを,｢その調べ
が私の心にひびく力があるとは思ってはいけない｣(1.19-20)と言って ｢私｣
は斥けるのである｡
1841年 5月16日の詩には ShalEarthnomoreinspirethee,/Thoulonely
dreamernow?(No.147,1.1-2)とEmilyはうたうようになる.大地も風も
昔のように夢想あるいは詩的想像力に働きかけてはくれない｡それでも ｢わた
しの風｣の他に ｢孤独な夢見る人｣を ｢祝福できるものはいない｣というので
ある｡自然のささやきが Emilyの心に霊感を与えることができなくなったと
すると,空想の力に導かれる vision(S)が現われるはずがない｡それでも
Emilyの心は,自然との決別に微妙なるためらいをみせる｡ここから囚われ
ている自然の精霊 S`pirit'(No.148,1.13)というimageが生み出されていっ
たとも考えられる｡この s`pirit'は空想を刺激するのである｡
さらに,ノ`ADayDream'(No.170)という詩においても,自然の与える歓
びも v`ision'も虚しく u`nreal'であることを暗示する内容がうたわれている｡
｢私｣は ｢灰色の岩｣と共に夢想にふけるのであるが,その中で, W`henwin-
tercomesagain,wherewilthesebrightthingsbe(1.25-26)とあるように,
冬が来ると木々や喜々としてさえずる小鳥たちはどこに行ってしまうのかと問
う｡そしてその筈は A`lvanished,likeavisionvain,anrealmockelry!'(l.
27-28)である｡
子供時代には,｢荒野に手足をのばすとヒースの寝床も天上の光輝で飾られ
息も神々しい火花でみちる｣,すると精霊たち (`spirits')が歌いかける,と詩
(No.140)にうたわれているように,自然との親交の中で無理なく神の啓示の
祝福を受けることができた｡このような子供時代の輝きを成長した後によみが
えらせるためには自然の輝きをにぶらせる経験世界での理性の働きによらず,
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空想の力によって,その力を強化し拡大することによって,そこに神秘的光景
を映し出そうと努めなければならない｡ F`ancystilwilsometimesdeem/
Herfondcreationtrue'(1.7ト72)という詩句から,v`isions'や d`reams'やヽ
自然と同様 f`ancy'が u`nreal'′であることを否定することができないEmily
a?微妙なる懐疑心を読みとることができる｡この懐疑は T`olmaginatibn
(No.174)という詩にも影をおとしている｡
この詩においてEmilyは I`magination'とはいかなるものであるかを明ら
かにしている｡詩人は I`shumanlovesotrue?I(No.172,1.23)とうたった
が,数ヶ月後, I`magination'に ｢私の真実なる友よ｣ (】No,174,1.5)と呼び
かけているのである｡それは日々の労苦や孤独を慰めてくれるだけでなく,絶
望した時に ｢より輝かしい希望｣(1･36-)となるのである｡しかしその b`enig-
nantpower'を歓んで迎えはするが, I`trustnottothyphantombliss.'(1.31
)とうたっているように,想像力の与える至福を信じないという｡しかしなが
ら,｢夢｣のはかなさ ･.｢真理｣の前では微力な f`ancy'spoweI'に対し, I`m-
agination'は ｢病む春に新たな輝きを挺らせ｣｢死から,より美しい生を呼び
醒す｣力を持つばかりか, A`ndwhisperwithavoice.divine/Ofrealworlds
asbrightasthine.I(1.29-30)とあるように ｢真実の世界｣についてささや
くのである｡しかもその声は ｢神聖である｣という｡その上 それは心の再な
る世界で ｢詩人｣と ｢自由｣,と共T字絶対的主権をもつというのであるから,釈
実に踏みにじられる ｢空想の花｣に比べるとはるかにその力は強大であると言
えよう｡ここからfancyのもつ力の限界を嘆いていたEmilyの内なる力に対
する認識に変化が生じたことを読みとることができると思う｡これは,Emily
が g`uileandhateranddoubt'(1･9)そして,c`oldsuspicion'.-(1.10･)に満ち
た世界,太陽の光もいずれかげり燃ゆる草木もいずれ枯れ朽ちてゆくという変
容する世界として ｢外の世界｣を捉え,その世界を斥け,｢内なる世界｣へと
探求の眼ざLを向けはじめたことと無関係ではありえない｡翌月に書かれた詩
(No.176)では p`hantonthing'(1.24)である G`odofyisions'(1.39)_への
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●Emilyの絶対的傾斜,信仰心というものが読みとれるが ｢真実の世界｣につ
いて知るもの,そして語るものと･Lての ｢想像力｣への想いの中にこのきざし
をみることもできるように思う｡しかし依然として,信じることへのためらい
も読みとることができる｡いかにEmilyの懐疑心が根の深いものであり,
Emilyの心の中の対極性が和解され難いものであるのか知れよう｡外の世界
に失望した詩人が最後に望みを託す世界,それが ｢心の内なる世界｣である｡
その世界の絶対的主権者である I`magindtion'への懐疑は,とりもなおさず,
自己の内なるカへの不信感を意味する｡そこから自己自身の真実の姿を,懐疑
という大気に包まれた薄暗い世界で模索しているEmilyの姿が見えてくるよ
うである｡
Emilyは f`ancy'の力によって現われる幻影も I`magination'の力によって
映し出される神秘的光景も合理的知性や ｢経験が教えてくれた｣自己の限界性
に障まれて,信 じきることができなかったと言えよう｡また,I`magination'
には,｢飛び去ろうとする v`isions'を呼びとどめる｣力はあるが,じっと止ま
るこJとなく見え隠れする幻,群がりじらす v`isions'を統一する力を､もっては
-いない｡ところがNo.176の詩では, G`odofvisions'ということばが示すと
おり,.統一の方向づけがなされており,しかも詩人は,｢理性｣をきっぱり斥
けて G`odofvisions'.に魂を捧げることを決意したとうたっている｡LNo.174
の詩は1844年9月3日そして No.176は1ヶ月半後の1844年10月14日に書か
~れている｡この間の変化は注目に値する｡信じることの障げとなっていた理性
の袷笑,蔑みをはねつけ,｢常に実在する｣ p`hantonthing'を無条件で受け入
れ, G`odofvisions'への信仰を表わしているからである｡その G`odofvi-
sions'とは ｢輝く瞳を持つ｣ r`adianta喝el'(1.9)とか m`yslave,mycom-
rade,myking'(1.25)と ｢わたし｣から呼びかけられているものであり,｢敗
北｣(1.3)を蔑み頓笑する ｢理性｣の牙から ｢わたし｣を守護してくれるも
のである.この ｢神｣を形容する b`righteyes'(1.1)r`adiantangel',一ever
present,phantomthing'(1･25)という表現は, M`ycomforter'(No.168)そ
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して S`pirit'(No.181)を想起させる｡また,断片を一つに統合する力を獲得
しつつあることを示唆する G`odofvisions'という表現をとっても,統一力を
もつ S`pirit'への方向を示しているように思われる｡Imaginationから, G`od
ofvisions'へ, S`pirit'そしてNo.190にうたわれる v`isiom',そして最後に
G`odwithinmybreast(No.191,1･5)へとEmilyの観念の糸はつながってい
る｡それは完全なる解放のヴィジョンをめざして,あるいは自己探求の完成を
めざして発展し深まりをみせてゆく｡
この ･`spirit'ということばは1839年1月12日の詩 (No.95)には a`shadowy
spirit'(1.24)として認められる｡これ以前にこの a`shadowyspirt'と a`
sternerpower'の橋渡しとなるようなイメージがうたわれている詩 (No.82)
があり,その詩の中に I`sawaneyethatshonelikethine;I(1.2)という詩
句があり, S`pirit'の光輝く眼ぎLをおもわせる｡また,そのまなざしは,.`a
sternglance'(1･4)とあるように厳 しく,しかしそれにもかかわらず a`
dreamlikecomfort'(1.5)を与えてくれるということからLawHill時代の
詩に描かれた訪問者 a`sternerpower'をも想起させる｡また No.95の a`
shadowyspirit'もこの訪問者の系譜に属するのではないかと思われる｡真夜
中,｢わたし｣は山の頂きからとりおりるように a`shadowyspirit'が近よる
十のを見るのである｡その姿は ｢波うつ髪をあらわな肩に垂らし｣(1.25)月の
まわりの ｢雲のように輝き｣(1.26)音もたてずに歩くのであるが,それは一
瞬のことで,白くきらめいたかと思うとたちまち消えて見えなくなってしまう
のである｡一瞬のでき事であるにもかかわらず,はっきりと I`saw…'(1.24
)と述べていることは興味深い｡この詩に描かれた■spirit'についての鮮やか
なimageから判断するに,この ｢わたし｣がEmily自身であることもありえ
ないことではない｡そうであれば,EmilyはLawHillでの体験以後幾度かこ
のような幻視体験と呼ばれるような体験をしたことも考えられるし,このよう
な訪問者との出会いがあったとすると,その衝激は大きく,強烈な印象を残し
たと思われる｡Emily自身が現実にこのような体験をこの時期にしたかどう
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かは別にしても,このような体験の謎,その意義を明らかにしようと努めたで
あろうことは,さらにその後の詩の中にも s`pirit'にフいての記述がみられる
こと,しかもその存在は一層重要性を増してきていることからも推量すること
ができると思う｡
約2年後の1841年7月6日の詩 (No.148)には s`pirit'について詳細な描写
がみられる｡
Andthouartnowaspiritpouring
Thypresenceintoall-
TheessenceoftheTempest'sroaring
AndoftheTempest'sfall-
Auniversalinfluence
FromThineowninfluencefree;
Aprincipleoflife,intense,
Losttomortality.
Thustrulywhenthatbreastiscold
ThyprlSOnedsoulshalrise,
Thedungeonminglewiththemould-
ThecaptlVeWiththeskies. (No.1略 1･13-24)
A`ndthouaTtnOWaSpirit…'とあるように ｢あなた｣とは ｢あらゆるもの
にあなたの存在を注ぎこむ精霊｣であり,｢変わり果てた頬｣をもち,r燃えた
つまなざし｣をそそぎ,ほとんどことばをロにしないものとして描かれている｡
それは空想を刺激し,自由奔放に羽掃くことができるようその翼を解放し ｢消
え去ることのない美しい想い｣を呼びさます｡｢幻｣は空想によって導かれる
わけであるから,s`pirit'はYision(S)を導く ｢力｣を解放するものであるとい
うことになる｡事実それは ｢宇宙の感化力｣と呼ばれているように.ある
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｢力｣(解放力)をもつと言えよう｡しかし,同時に,それは死によって解放さ
れ自然と隔合するという内容や,｢おまえ自身の力から解き放たれた宇宙の力｣
と言われていることからもわかるように,囚われてもいる存在なのである｡一
体何によって精霊は囚われており,何が精霊のもつ宇宙の力を解き放つのであ
ろう1.死によってその ｢囚われの魂｣が立ちあがり自然あるいは宇宙と一つに
なるということは,Emilyにとって,肉体の牢獄とは制約された実存の状況を
表象するわけであるから,人間であることの限界を打破することによって ｢精
霊｣は囚われの状態を脱し,限界という壁の彼方のものと隔合するということ
であると思われる｡またこの詩は ｢精霊｣が ｢あなた自身の力｣によって囚わ
れているということも暗示している｡この ｢あなた自身の力｣が空想あるいは
想像力の活動を抑制,排除し,Emilyの内なる対立性をかきたて,究極的解
放への道の障害となっているものであろうと思われる｡要するに,自己自身が
自己の解放にとって最大の障害であるということ,従って囚われの魂を解き放
つことができるのは他ならぬ自己自身であること,そしてその力は外的解放力
をもつ存在に求められるのではなく,自己自身の内部に,知覚されず秘んでい
るその力にこそ求められるのであるというEmilyの自己認識をこの詩は映し
出しているのではないだろうか｡spiritのもつ概念が ｢訪れる者｣からEmily
の内なる ｢力｣へと深化したことからもそのように推測できるのである｡
T`heVisionary'という詩のChorloteの手になると思われる部分に W`hatI
loveshalトcomelikevisitantofair,/Safeinsecretpotjerfromlurkinghu･
mansnarF;'という詩句があるC｢人の心に潜んでいる民カーら秘密の力を得て
逃がれ出て風のように訪れる｣ S`trangePower'とこの s`pirit'と､はいずれも
内なるものによって捕われているという点で非常によく似ている｡
また,さらに s`pirt'-を思わせるものが M`y,Comforter'(No.168)である｡
それは人々の眼にみえず ｢わが魂の奥深くに隠れ｣(1.6)て闇に屈服されず
に輝く光であるという (･Spirit･の ｢光輝くまなざし｣(No.181)を連想させる)0
また,それは ｢隠れたる想い｣をかきたてるものでもある｡No.148の詩にう
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たわれた s`pirit'の作用と,この点において共通している｡｢わたしの魂が何
を秘めている.かわが魂の奥深い本質のみが知るであろう｣という詩句を M`y
Comforter'とは ｢わが魂の奥深くに隠れ｣ている ｢光｣であることとあわせ
て考えると,わが魂が秘めているものがその ｢光｣であり,あるいはわが魂の
中にこそその ｢光｣は在り,その ｢光｣を見る (すなわち知る)ことができる
のも ｢魂の本質｣をおいて他にはないということを意味していると考えられる｡
Emilyは後に (No･188の詩において)｢未知なる永遠の奥深きところにある｣
(1.34)｢あるべきものの姿｣(1.36)を M`ySpirit'(1.35)に探求させよう
とうたう｡この S`pirit'が M`ycomforter'をさらに発展させたimageである
とすると, s`oul'の中にあって闇に屈せず輝き続けるその ｢光｣に,さらに
｢奥深きところ｣｢未知なる｣ところにある w`latiStObe'を照らしださせよ
うということになろう｡そしてこの ｢光｣の存在,その在り処を知るものはわ
が魂そのものということであるから,その ｢あるべきものの姿｣を見出すため
には,まず自己の魂と向きあわねばならない｡さらに自己の深淵へと降下し,
｢未知の永遠へと欲望の錨を下ろし｣(No.188,l.33-34)自己の存在の秘密を
探り出そうと努めなければならないとEmilyはうたっているように思われる｡
一方, M`yComforter'(Ⅳ0.168)という詩には次のような詩句がある｡｢わ
たしの魂は天使の歌と悪鬼の坤きの相混じった調べを呑みはした｣(1.23-24)｡
Emilyの詩には天国と地獄,光と闇,天使と悪鬼,力と意志といった心の内
の対立を象表するようなことばが目につくが,これも,二重性を超えようとす
る意識の表われととることもできる｡このテーマは後の詩 (No.18日 におい
て,より一層鮮明なイメ-ジで幾り返される｡魂が呑みはした ｢天使の歌と悪
鬼の坤き｣は不協和音を鳴らし続けたらしく,この詩では,｢天も入れること
のできない神々がわたしのうちでせめぎあい戦っている｣(1.19-20)とEmi-
lyは嘆く｡心の中の諸々の対立が止揚されてはおらず.従って子の対立を表
わす断片的imageが統一的全体像をむすぼない｡しかし,.この詩においては,
分離を超える力,統一する力あるいは統一的Yisionへと導く力を一もつ存在と
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して S`pirit'が暗示されている｡その S`pirit'の g`loriohseye'(1.45)を求
める烈しさは,対極性を和解させよう,対立を超えようとする必死さと重なり
あうように思う｡そしてこの願いは,｢わが天国｣を目の前にして地獄の苦し
みに悶えるHeathcliffのように天国の至福と地獄の苦悩を一瞬のうちに体験
した囚人をうたった詩 (No.190)を読むと,成就されたことがわかるのであ
る｡その詩の一部を引用してみよう｡
And一obedinfiresofHel,0rbrightwithheavenlyshine
lfitbutheraldDeath,thevisionisdivine (No.190,l.91-92)
｢それが死の使いであろうと,その幻影は神聖である｣という表現は,｢幻な
るもの｣への欲望と懐疑の間を揺れ動いてきた詩人の不確かな信頼というもの
ではなく,断固たる信仰への意志というものを伝えていることと同時に,群が
り変化し続けた v`isions'のぎわめきが静まったという印象を与える｡引用し
た箇所は,顕現した ｢真実｣が一瞬のうちに消滅し,囚われているという意識
の地獄の中で苦悶に攻めたてられたという囚人Rocheleの告白する内容の後
に続く詩句であるが,この引用した詩には,悲嘆や激しい苛立ちの感情や胸の
ざわめきの跡がみられないこと,そして,これが注目されてよい点であると思
うが, v`isions'から v`ision'という単数形へと変化していること,を考えあ
わせると,Emilyのなかの神々の闘いは終わり,完き静寂が訪れようとして
いること,心の全体性を獲得しつつあるということを感じさせる｡
･‥.thevisionisdivine/と言いきるには,しかるべき理由があるはずであ
るが.それはすでに言及した体験,人の眼には ｢見えざるもの｣が顕現したこ
と,すなわちそれを ｢見た｣という体験に求められるだろうと思う｡これは
G`ondal'の人物である女囚によって語られる体験であるという設定にはなっ
ているが,作者 Emilyの体験とのつながりを強く意識させずにはおかない｡
ThendawnstheInvisible,theUnseehitstruthreveals;
Myoutwardsenseisgone,myin心ardessenとefeels- (l.81-82)
とあるように,｢隠れたるもの｣の真実の姿を捉えたものは ｢わが内なる精鮭｣
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である.実在は外的感覚を超えた領域まで導かれなくては捉えることができな
いものであり,それは可視領域の彼方にあり,従って,外的存在として ｢見｣
られるものではなく,内在するものであり,感じられるものであるということ
を女囚の体験は暗示している｡S`pirit'の ｢輝くまなざし｣を求めて ｢天国を,
地獄を,そして大地や大空｣(No.181)を生涯探し続けてきたとEmilyはう
たったが,それ以上に深淵なるものを自己の内なる世界に見出したのである｡
すなわち,自己の魂の奥深くに秘む未知なるもの,永遠なるもの,知られざる
神性を｡それは,自己の存在の奥深きところに迷いながらも本然たる自己を求
めて歩み続けたEmilyにこそ与えられてしかるべき最高の祝福といえよう｡
そしてついにEmilyは1846年1月2日 ｢わが内なる神｣(No.191)との隔合
の快惚境を曇りなき声でうたうことができたのである｡
ここに至るまでの,苦しみに満ちた自己探求の道程には,Emilyが詩の中
で表現を与えた様々のimageが散りばめられている｡それぞれに異る光を放
つimageの一つ一つがEmilyが自己の中心へと近づくにつれ,変化し,より
深淵なる真実の世界,永遠なる世界を映し出すまばゆいばかりの統一的 vi-
Sionへと収束していったと思うのである｡その完全なるYisionを見たいとい
う,Emilyの詩の中から聞こえる魂の叫びは,人間性の限界を超克し,lan
existenceofyoursbeyondyou'7を獲得し飛和の夢を実現しようとするEmily
の意志を響かせて鳴りやまない｡
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